
総合人間科学 

化 学 
 
１ 構 成 員  

      平成 26 年 3 月 31 日現在 
 教授 1 人 
 病院教授 0 人 
 准教授 1 人 
 病院准教授 0 人 
 講師（うち病院籍） 0 人   （0 人） 
 病院講師 0 人 
 助教（うち病院籍） 0 人   （0 人） 
 診療助教 0 人 

特任教員（特任教授、特任准教授、特任助教を含む） 1 人 
 医員 0 人 
 研修医 0 人 
 特任研究員 0 人 
 大学院学生（うち他講座から） 0 人   （0 人） 
 研究生 0 人 
 外国人客員研究員 0 人 
 技術職員（教務職員を含む） 1 人 
 その他（技術補佐員等） 1 人 
 合計 5 人 
 
２ 教員の異動状況 

藤本 忠蔵（教授）（H.14.4.1~現職）   

松島 芳隆 (准教授)  (H.15.4.1～H.19.3.31 助教授; H19.4.1 〜H.25.3.31) 

Anang Sedyohutomo（特任助教）（H.22.4.1~現職） 
 
３ 研究業績                            数字は小数２位まで。 

 平成 25 年度 

（１）原著論文数（うち邦文のもの）           2 編   （1 編） 

    そのインパクトファクターの合計            9.74  

（２）論文形式のプロシーディングズ及びレター            0 編      

    そのインパクトファクターの合計            0.00 

（３）総説数（うち邦文のもの）            0 編   （0 編） 

    そのインパクトファクターの合計            0.00 

（４）著書数（うち邦文のもの）            0 編   （0 編） 

（５）症例報告数（うち邦文のもの）             0 編   （0 編） 



そのインパクトファクターの合計                       0.00 

(１) 原著論文（当該教室所属の者に下線） 

  Ａ．筆頭著者が浜松医科大学の当該教室に所属していたもの 

  Ｂ．筆頭著者が浜松医科大学の他教室に所属し，共著者が当該教室に所属していたもの（学内の 

   共同研究） 

1. Y. Takaku, H. Suzuki, I .Ohta, D. Ishii, Y. Muranaka, M. Shimomura, T. Hariyama: A thin polymer 

membrane, nano-suit, enhancing survival across the continuum beteween air and high vacuum. Proc. 

Natl. Acad. Sci. USA, 110, 7631-7635, 2013. 

2. 鈴木一茂, 村中祥吾, 宮澤雄一, 神谷あゆみ, 藤本忠蔵, 太田勲, 伊藤聖孝, 坂田訓章: 酸化オ

スミウム（Ⅷ）を含む電子顕微鏡試料作製廃液の再生に関する研究. 環境と安全, 5(1), 3-8(2014). 

インパクトファクターの小計      ［9.74］ 

  Ｃ．筆頭著者が浜松医科大学以外の教室に所属し，共著者が当該教室に所属していたもの 

（２－１）論文形式のプロシーディングズ 

（２－２）レター 

（３）総  説 

（４）著  書 

（５）症例報告 

 
４ 特許等の出願状況 
         平成 25 年度 

特許取得数（出願中含む）           0 件 
   
５ 医学研究費取得状況                   （万円未満四捨五入） 
         平成 25 年度 

（１）文部科学省科学研究費           0 件   （0 万円） 

（２）厚生労働科学研究費        0 件   （0 万円） 

（３）他政府機関による研究助成           0 件   （0 万円） 

（４）財団助成金           0 件   （0 万円） 

（５）受託研究または共同研究           0 件   （0 万円） 

（６）奨学寄附金その他（民間より）           0 件   （0 万円） 

 

６ 新学術研究などの大型プロジェクトの代表，総括 
 
７ 学会活動 
 国際学会 国内学会 

（１）特別講演・招待講演回数      0 件     0 件 

（２）シンポジウム発表数      0 件     2 件 



（３）学会座長回数      0 件     1 件 

（４）学会開催回数      0 件     0 件 

（５）学会役員等回数      0 件     3 件 

（６）一般演題発表数      0 件   

（１）国際学会等開催・参加 

（２）国内学会の開催・参加 

1）主催した学会名 

2）学会における特別講演・招待講演 

3）シンポジウム発表 

1. Anang Sedyohutom，鈴木浩司，藤本忠蔵：カチオンコート C30 充填カラムによるアニオンの

分離，第 44 回第 44 回中部化学関係学協会支部連合秋季大会，2013 年 11 月，静岡大学（浜

松市） 

2. Anang Sedyohutom，鈴木浩司，藤本忠蔵：陽イオンコートを用いた充填型キャピラリーカラ

ムによる陰イオンの測定と環境水への応用，第 30 回イオンクロマトグラフィー討論会，2013

年 11 月，豊田中央研究所（豊田市） 

4）座長をした学会名 

第44回中部化学関係学協会支部連合秋季大会分析化学（環境化学を含む）・討論主題のオー

ガナイザー及び座長 

（３）役職についている国際・国内学会名とその役割 

日本分析化学会中部支部幹事 

日本分析化学会電気泳動分析研究懇談会委員 

クロマトグラフィー科学会評議員 

  

８ 学術雑誌の編集への貢献 
 国 内 外 国 

学術雑誌編集数（レフリー数は除く）     0 件      0 件 

（１）国内の英文雑誌等の編集 

（２）外国の学術雑誌の編集 

（３）国内外の英文雑誌のレフリー 

  J. Chromatogr. Sci. (USA) 2 回 

 J. Chromatogr. A (The Netherland) 1 回 

    

９ 共同研究の実施状況 
         平成 25 年度 

（１）国際共同研究           1 件 

（２）国内共同研究           0 件 



（３）学内共同研究           3 件 

（１）国際共同研究 

インドネシア Kahirun 大学講師のモハメドアミン氏を 8 月 15 日~11 月 2 日、外国人特別研究

員として受け入れ、イオンクロマトグラフィーに関する共同研究を行った。（渡航費および滞

在費はインドネシア国負担） 

（２）国内共同研究 

（３）学内共同研究 

 福田敦夫教授（生理学第一）大脳皮質移動細胞の GABAA受容体反応に対する細胞外に存在す

る GABA と Taurine の影響 

 間賀田泰寛教授（光量子医学研究センター）PET イメージングへの応用を指向した有用物質の

合成化学的研究 

 椙村春彦教授（病理学第一）がんの原因となる DNA 付加体の同定や付加体の修復機構の解明

などを目的とした各種 DNA 付加体の効率的合成法の確立 

  

10 産学共同研究 
         平成 25 年度 

産学共同研究            0 件 

 

11 受  賞 

    

12 研究プロジェクト及びこの期間中の研究成果概要 

1. 逆相液体クロマトグラフィーカラムのイオン交換カラムへの変換に関する研究 

 ODS をはじめとする逆相充填剤を充填したカラムは、液体クロマトグラフィーの中でも最も多

用されている。この逆相分離用カラムを用いて陰イオンの分離を行うため、この充填剤を充填し

たキャピラリーカラムにイオン性液体として知られるイミダゾリウムイオンの溶液を送液して、

イオン交換カラムを作成する方法について研究した。検討の結果、1-メチル-3-オクチルイミダゾ

リウムイオンで疎水性相互作用を利用してC30 固定相を被覆することによって目的を達成できた。

このカラムを用いて環境水中の無機陰イオンの定量に成功した。 

2. 生物質に見られるデオキシアミノ糖など有用物質の合成法の開発 

 我々は抗生物質の活性発現機構の解明や、生合成ルート解明のツールとして、また医薬創製に

向けた応用研究を目的としたデオキシ糖の必要性に鑑み、その要求に応えるべく汎用性の高い効

率的な新規合成法の開発を目的として研究を行っている。 

3. PET イメージングへの応用を指向した有用物質の合成化学的研究 

 近年の PET（ポジトロン断層撮像法）を中心とする分子イメージングの成否はイメージングプロ

ーブの開発が非常に重要である。これまでのPETイメージング剤は製薬企業等の開発物質があり、

これにポジトロン核種を導入するという形で発展して来たが、今後は合目的的に化合物デザイン



を行い、ポジトロン核種による標識体合成をドラッグデザインの段階から視野に入れた有機化学

的化合物開発を探索的に行う必要がある。本研究では本学の間賀田教授との共同研究として、有

機合成的手法を基盤とした脳内ニコチン受容体 α7 サブタイプイメージング剤をはじめとするさ

まざまな PET イメージングの実用化を目標とし、いくつかの候補化合物を合成中である。 

4. がんの原因となるDNA付加体の同定や付加体の修復機構の解明などを目的とした各種DNA付加

体の効率的合成法の確立 

 本学腫瘍病理学講座を中心に、ヒトの発がんの原因となる DNA 付加体（DNA adducts）を網羅

的に検出しようという試みとして、DNA Adductome という概念が提案されている。本研究は、入

手困難な各種 DNA 付加体を効率的に合成する方法を確立し、さらに付加体を含む DNA オリゴマ

ーの修復機構に関して、塩基除去修復酵素を用いた検討を行うための研究基盤を構築し、究極的

にはヒト発がん予測指標の実用化を目指すものである。 
   
13 この期間中の特筆すべき業績，新技術の開発 

14 研究の独創性，国際性，継続性，応用性 

15 新聞，雑誌等による報道 


